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バ
ル
ト
三
国 

(

リ
ト
ア
ニ
ア
、
ラ
ト
ビ
ア
、

エ
ス
ト
ニ
ア
）
旅
行
記 

～
国
民
に
よ
る
平
和
独
立
～ 

こ
こ
数
年
、
年
が
明
け
る
と

妹
と
今
年
は
ど
こ
に
す
る
か
と

海
外
旅
行
の
行
先
を
決
め
て
き

た
。
私
の
年
齢
で
は
も
う
後
、

何
回
行
け
る
か
分
か
ら
な
い
の

で
、
今
年
は
少
し
目
先
を
変
え

て
、
バ
ル
ト
三
国
に
決
め
た
も

の
の
、
こ
れ
ら
の
国
に
関
し
て

の
知
識
は
「
地
球
の
歩
き
方
」

を
読
ん
だ
ぐ
ら
い
し
か
な
い
。 

た
ま
た
ま
、
新
聞
に
朝
日
カ
ル

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
「
ラ
ト
ビ

ア
の
旅
」
の
テ
ー
マ
で
講
演
が

あ
る
の
を
見
付
け
て
、
妹
と
申

し
込
み
、
出
発
10
日
前
に
受
講

し
に
出
掛
け
た
。 

高
校
の
歴
史
の
先
生
が
講
師
で

2
0
1
2

年
に
行
か
れ
た
そ
う
で
、

な
か
な
か
ユ
ニ
ー
ク
な
話
だ
っ

た
。
私
達
が
行
く
事
を
聞
か
れ

て
、
ま
ず
、
北
緯
60
度
の
所
で

（
大
阪
は
35
度
）
カ
ム
チ
ャ
ッ

カ
半
島
と
同
じ
緯
度
に
あ
る
国

と
考
え
て
下
さ
い
と
言
わ
れ
、

ク
ー
ラ
ー
を
入
れ
た
部
屋
で
私

達
も
一
度
し
ま
っ
た
冬
物
を
出

し
て
ト
ラ
ン
ク
に
詰
め
込
ん
だ
。 

 

           

バ
ル
ト
三
国
を
旅
す
る
の
は

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
ユ
ー
ラ
シ
ア

大
陸
の
東
西
の
交
易
路
と
南
北

に
交
差
す
る
「
琥
珀
の
道
」
の

北
半
分
を
旅
す
る
事
に
な
る
と

初
め
て
聞
い
た
。
中
国
、
西
ア

ジ
ア
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
（
貿
易
路
）
の
果

て
が
、
ロ
シ
ア
の
西
端
に
接
し
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
８
０
ｋ
の

海
を
隔
て
た
南
に
位
置
す
る
バ

ル
ト
三
国
ま
で
通
じ
て
い
た
と

は
昔
か
ら
大
き
な
世
界
が
広
が

っ
て
い
た
と
察
し
ら
れ
る
。 

 

日
本
人
に
と
っ
て
な
じ
み
の

薄
い
所
だ
け
ど
、
ま
あ
行
っ
て

見
な
け
れ
ば
と
、
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
航
空
で
ヘ
ル
シ
ン
キ
ま
で
妹

と
２
人
で
行
き
、
東
京
組
と
落

ち
合
っ
た
。
全
員
初
老
の
５
人

組
で
安
心
し
た
。
さ
ら
に
ヘ
ル

シ
ン
キ
か
ら
三
国
の
う
ち
、
南

の
リ
ト
ア
ニ
ア
の
ヴ
ィ
リ
二
ュ

ス
ま
で
飛
び
、
あ
く
る
日
か
ら

市
街
観
光
が
始
ま
っ
た
。 

 

中
世
名
残
り
の
石
畳
の
道
を

午
前
中
３
時
間
歩
き
続
け
、
飛

行
機
で
睡
眠
不
足
と
時
差
の
せ

い
で
疲
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら

が
心
配
に
な
っ
た
が
ツ
ア
ー
仲

間
５
人
に
添
乗
員
と
現
地
の
ガ

イ
ド
と
運
転
手
の
８
人
だ
け
に

用
意
さ
れ
た
大
型
観
光
バ
ス
で

移
動
し
た
の
で
、
車
内
の
ス
ト

レ
ス
は
な
く
疲
れ
も
徐
々
に
と

れ
た
。
一
日
目
の
午
後
は
市
街

か
ら
バ
ス
で
３０
ｋ
ｍ
離
れ
た

所
に
あ
る
１４
世
紀
後
半
に
建

て
ら
れ
た
ト
ラ
カ
イ
城
を
観
に

行
っ
た
後
、
一
度
ホ
テ
ル
に
戻

っ
た
。 

一
休
み
し
て
今
度
の
旅
の
目
的

の
一
つ
で
あ
る
５
年
に
一
度
の

ヴ
ィ
リ
ニ
ュ
ス
の
「
歌
の
祭
典
」

が
９
時
か
ら
１
２
時
ま
で
あ
る

の
を
見
学
す
る
た
め
防
寒
対
策

を
し
て
出
掛
け
た
。 

 

バ
ル
ト
三
国
合
わ
せ
て
日
本

の
四
国
か
九
州
位
の
国
土
で
あ

り
、
三
国
と
も
同
じ
よ
う
に
数

百
年
間
周
辺
の
大
国
に
侵
略
さ

れ
続
け
て
来
た
。
１
９
８
８
年

９
月
１１
日
に
北
の
エ
ス
ト
ニ

ア
の
タ
リ
ン
に
あ
る
野
外
音
楽

堂
で
３０
万
人(

エ
ス
ト
ニ
ア
の

人
口
４０
万
人
）
の
人
々
が
集
い

民
族
の
歌
を
大
合
唱
し
た
の
が
、

き
っ
か
け
に
な
り
、
そ
の
後
、

エ
ス
ト
ニ
ア
、
ラ
ト
ビ
ア
、
リ

ト
ア
ニ
ア
の
三
国
人
達
が
１
６

０
万
人
の
人
間
の
手
に
よ
る
鎖

を
繋
ぎ
、
そ
の
パ
ワ
ー
で
ソ
連

か
ら
独
立
を
し
た
。 

 

         

そ
の
後
も
三
国
で
そ
れ
ぞ
れ

７
月
初
め
、
１
週
間
「
歌
と
踊

り
の
祭
典
」
が
催
さ
れ
、
ま
さ

に
こ
の
日
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
民

族
の
歌
と
踊
り
の
祭
典
が
サ
ッ

カ
ー
球
場
で
あ
り
、
着
席
し
た

時
は
９
時
前
と
い
う
の
に
、
太

陽
は
高
々
と
あ
り
、
さ
す
が
北

欧
の
夜
と
驚
い
て
い
た
が
、
１

時
間
も
す
る
と
ど
ん
ど
ん
寒
く

な
っ
て
き
た
。
し
か
し
グ
ラ
ン

ド
を
７
千
人
の
人
達
が
入
れ
替

わ
り
立
ち
替
わ
り
、
寸
時
も
休

む
こ
と
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
民

族
衣
装
で
歌
い
、
踊
る
の
を
見

て
、
寒
さ
も
忘
れ
、
私
は
涙
が

出
て
止
ま
ら
な
か
っ
た
。 

牧
畜
・
漁
業
・
鉱
業
の
自
然
を

愛
す
る
国
が
ド
イ
ツ
・
デ
ン
マ

ー
ク
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ロ
シ
ア

（
ソ
連
）
・
ユ
ダ
ヤ
人
強
制
収

容
所
な
ど
の
侵
略
・
迫
害
に
耐

え
、
平
和
を
国
民
の
手
で
勝
ち

得
た
歴
史
の
変
遷
を
歌
と
踊
り

と
美
し
い
民
族
衣
装
で
し
っ
か

り
表
現
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

今
ま
で
の
歴
史
で
は
、
社
会

を
新
し
く
替
え
る
時
に
は
常
に

血
が
流
れ
た
。
こ
の
国
の
人
達

は
戦
い
の
血
を
流
す
こ
と
な
く
、

自
分
達
の
力
で
平
和
独
立
を
勝

ち
と
り
、
そ
の
誇
り
を
目
の
前

に
見
る
事
が
出
来
、
こ
の
旅
行

に
参
加
し
て
良
か
っ
た
と
思
っ

た
。
ホ
テ
ル
に
帰
る
バ
ス
の
中

で
妹
が
「
も
し
、
韓
国
や
中
国

の
人
達
が
同
じ
様
な
催
し
を
し

た
ら
、
私
達
は
同
じ
様
に
感
激

す
る
か
な
？
」
と
言
っ
た
の
が
、

私
の
胸
の
中
に
残
っ
て
い
る
。 

      

記 

：
山
田 

昭
子
、 

写
真
：
上
村
サ
ト
子 

会
員
だ
よ
り 

第 14 回たかつき NPOフェスタ開催される！！ 

2018 年 10 月 7 日(日)高槻市生涯学習センター1 階展

示ホールと屋外でフリーマーケットが開催された。 

今年は日曜日となり、心配された台風 25 号が日本海

の方に避けてくれ晴天に恵まれました。 

ＶＧ槻輪は、展示とフリーマーケットに出店した。 

ＶＧ槻輪の活動は多岐に亘っているので展示内容を絞

り込み、メガネリサイクル活動・パソコン教室の活動・

ＰＣスプリング・わがまち紹介とし、ポスターや写真を

立体額縁に入れ、わがまち紹介の写真をウチワに貼り付

け賑やかに飾り付けをしました。 

展示は早い時点から準備をし、9 月 27 日真上公民館

に集まって展示品の飾り付けをしました。開催の前日の

夕方から会場で展示し、当日は展示品の説明などをし、

活動の紹介をしました。 

フリーマーケットは、会員の手作り作品・日用雑貨

品・衣類等、有効活用して欲しい物を会員が提供し販売

しました。 

午後 3時からは、すべてのかたずけを手際よく皆でし

ました。今年も有意義なフェスタとなりました。 

7月初め 1週間開催される 

「歌と踊りの祭典」 

１５Ｃより現存する聖アンナ教会 フェスタ展示会場 フリーマーケット会場 


